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活動成果の概要： 

1．コアデータ項目についての検討 

 前年度の取組において、患者プロファイル情報（PPI: Patient Profile Information）

を各医療機関で収集データ項目と設定している割合が高い項目をコアデータ項目群

とし、それ以外を個別性の高い詳細データ項目群と分けて、検討する方針を立てた。

そこで、本年度はまずコアデータ項目群をどのように設定すべきかについて検討を行

った。 

 本研究会が作成した PPI の暫定標準データ項目セットについての約 60 医療機関で

の整備率調査に基づいて、単純に整備率が高い項目をコアデータ項目群と設定する場

合、基準とする整備率についての基本原理が見出せなかった。そこで、別の観点から

検討することになった。検討の結果、臨床意思決定支援（CDS: Clinical Decision 

Support）に必要となる患者プロファイル情報と言う観点からコアデータ項目群を設

定できないか検討することとした。 

 CDS システムについては、支援機能のシステム間でのシームレスな利用を目指して、

標準化が進められており、その中で患者情報についてもモデル化されていて、データ

種別が示されていた。列挙されているデータ種別は PPI でのデータ区分とかなり重な
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るものであるが、具体的なデータ項目までは示されていないため、CDS の標準枠組み

から PPI のコアデータ項目群を設定することは容易でないことが分かった。しかし、

患者情報モデルはFHIRのリソースとの対応が良く、PPIをFHIRの枠組みに載せれば、

標準化された CDS システムが利用できることを意味しており、PPI の標準化を進める

意義を高めることには寄与した。 

 コアデータ項目群と言う設定の仕方が良いのか、CDS における患者情報モデルのよ

うにデータ種別毎に標準項目を設定するのが良いのか引き続き検討することとした。 

 

2．患者プロファイル情報の標準化啓発の取組 

 福岡開催の医療情報学連合大会でワークショップ「臨床意思決定支援の要としての

患者プロファイル情報（PPI）を考える」を企画した（2018 年 11 月 23 日実施）。この

企画では、これまでの課題研究会の PPI に対する捉え方としては、医療者が患者に医

療を提供する際に把握しておくべき患者情報との位置づけであり、医療者に直接提供

すべき医療情報と捉えていたが、病院情報システムの中で医療者を支援するために

CDS システムが利用できる医療情報と位置づけることができるかについて議論した。 

 本ワークショップでは課題研究会のメンバーが演者となり、日常診療および地域医

療連携システムでCDSシステムを活用する際の入力情報としてPPIを利用するために

必要な要件と、CDS の患者情報モデルが FHIR リソースとの対応性が良く、PPI を FHIR

の枠組みで表現できれば、PPI を CDS システムのデータリソースとして利用できる可

能性があることを報告し、参加者と意見交換を行った。 
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